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「オバＱ」�
当時のトレンドだった｢木馬｣のQちゃん版。
乗ると正ちゃんの気分になれるこの乗物は
ヴァーチャルリアリティのさきがけだった!?

「ドンガバチョ」�
こちらは当時のNHK人形劇番組「ひょっ
こりひょうたん島」の人気キャラ。他に
「トラヒゲ」と「ライオン」もあった�

ちょっとヌケてるけど憎めないロ
ボコンの乗物。背中からロボコン
に乗り込むのだ。�

「おっきなショベルカー」�
こちらは「おっきなゾウさん」とは
対照的な近代メカ。操縦席が左右に
回転し、レバー操作によりショベル
が上下する。ショベルカーが工事現
場に止っていると思わずイタズラし
たくなる男の子の夢が叶えられた!?

「アイスクリームやさん」�
派手なアクションはないものの、
ボタンを押すと様々な言葉を喋る
ため、乗っているお子様と付き添
いのパパ､ママは、お店屋さんご
っこを楽しめる。この他に「ばー
がーしょっぷ」「パンやさん」と
いうショップシリーズがある。�

「おっきなフォークリフト」�
「おっきな」シリーズ第4弾。クラ
クションやサイレンを鳴らせるが、
やはりウリはリフトの上昇下降。そ
れに合わせてコンテナに乗っている
おサルが顔を出したり引っ込めたり
と愛敬を振りまく。�

デザインを可愛いらしくデフォ
ルメしつつも、ゴジラの巨大さ
を十分に再現している迫力の乗
物。中にモニターがあり、ビデ
オゲームの技術を取り入れ、レ
バーやボタンで画面の中のゴジ
ラを操作することができる。�

ナムコの最新版乗物。ジャンボゴジ
ラで好評だったモニターを搭載。ゲ
ーム途中道路が分岐したり、コース
の最後にピンチイベントがあったり
と、ゲーム的要素も盛り込まれた。�

ロボコンに続くジャンボ
シリーズ。高さが2.4m
を越える、まさにジャン
ボな乗物。コックピット
は頭にあって、簡単な操
作ができる他、ドラえも
んと仲間達の音声が楽し
めた。�
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ヒット曲「おどるポンポコリン」
のテーマに合わせて、ちびまる
子ちゃん達と遠足に出かけます。
ショップシリーズ同様、ボタン
で様々な音声が楽しめる。ボタ
ンをうまく押し、曲のサビを上
手に再現できるかな？�
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「おっきな象さん」�
「大きくて力強いもの、
それは子供の憧れ、そし
て夢」というコンセプト
の元「おっきな」シリー
ズが登場。この「おっき
なゾウさん」はジャング
ルの効果音に合わせてゾ
ウさんが動く。�
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エンジンこそ動かないもの
の、ボディに本物のバイク
を使用した本格派。�

「ハローキティマイバルーン」�
今や女子高生だけでなく、あら
ゆる層の女性に人気のキティち
ゃん。ナムコはいち早くキティ
ちゃんの乗物を作った。この他
に「ハローキティマイボート」
「ハローキティマイスクール」
という乗物もあった。�

「ビックフット」�
タイトルには付いていないが、これも「おっ
きな」シリーズ。何が「おっきい」かは見て
の通り。ウィンカー点滅などの小ワザをはじ
め、ウィリーする大ワザがある。�

同じゴジラでも、こちら
はモスラとキングギドラ
を引き連れて登場。最高
3人まで一緒に楽しむこ
とができる。どれに乗る
かでケンカしないでね。�

「ナムコン　」�
階段からコックピットに乗り込むと､気分は
すっかり宇宙パイロット！  軸を中心に回転
し、乗りながら周囲の景色を一望できる。�

���
��
��
�
�

��������������

※現在は製造されておりません。�

「Dr．スランプアラレちゃん」�
「んちゃ！」でお馴染みのアラレち
ゃんも乗物で登場。アラレちゃんや
タイムくんと一緒にタイムスリップ
の旅に出よう。�

※『ポップンドライブ』以外は、現時点では製造しておりません。�


